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内容要旨 

 水溶性ビタミンであるビオチン（ビタミン B7）は生体内において、メチルク

ロトニル CoA カルボキシラーゼ、アセチル CoA カルボキシラーゼ、ピルビン酸

カルボキシラーゼ、プロピオニル CoA カルボキシラーゼの 4 種類のカルボキシ

ラーゼの補酵素としてカルボキシル化反応を触媒している。ビオチン欠乏はこ

れらの代謝経路の機能障害を引き起こし、皮膚炎や脱毛などの皮膚障害や神経

炎の原因となることが知られている。一方生殖分野では、ビオチンは卵成熟や

胚発育に影響を及ぼす因子であることが報告されているが、その多くが実験動

物を用いた研究であり、ヒトにおいてはほとんど検討されていない。 

そこで本研究の目的は、1)生殖補助医療患者の血中および卵胞液中のビオチ

ン濃度を測定し、それらの相関を検討すること、2) 妊娠患者と非妊娠患者にお

けるビオチン濃度を比較検討することとした。 

対象は、徳島大学病院において 2020 年 7 月から 2021 年 1 月の間に生殖補助

医療を実施した 30 歳から 44 歳までの患者 31 名とした。本研究は徳島大学倫

理委員会の承認を受け実施した（承認番号 3745）。一般的な生殖補助医療のプ

ロトコールに基づき調節卵巣刺激を行い、卵成熟トリガー後に採卵を実施し、

体外受精もしくは顕微授精により受精させ、胚移植を実施した。卵巣刺激前月

の月経 3～5 日目（基礎値）、卵巣刺激開始日、卵成熟トリガー日のそれぞれの
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血清、および成熟卵が得られた卵胞液を採取し、それぞれのビオチン濃度を

ELISA 法にて測定した。 

1）血清および卵胞液中ビオチン濃度 

卵胞液中ビオチン濃度に比べ、基礎値および刺激開始日の血清ビオチン濃度

は有意に高値であった(基礎値 p<0.01,刺激開始日 p<0.05）。卵胞液中ビオチ

ン濃度と基礎値および卵成熟トリガー日の血清ビオチン濃度には正の相関を認

めた（p<0.01）。 

2)妊娠群と非妊娠群の比較  

研究対象の 31例に単一胚移植を行った結果、11例が臨床学的妊娠となった。 

年齢や性腺ホルモン値などの患者背景には両間に差はなかった。基礎値の血

清ビオチン濃度は非妊娠群に比べて妊娠群で高い傾向にあったが有意差はなか

った（p=0.06)。また卵胞液中ビオチン濃度も非妊娠群に比べて妊娠群は高値に

ある傾向であったが有意差はなかった（p=0.05)。   

以上より、ビオチンは血清中と同様に卵胞液中にも存在し、卵胞液中のビオ

チン濃度は血清中より低く、血清ビオチン濃度と正の相関を示すことが明らか

になった。非妊娠女性に比べ、妊娠女性で血清および卵胞液中のビオチン濃度

が高値となる傾向が示されたが、統計学的に差異を認めず、ビオチンは体外受

精/顕微授精における胚質に影響を与えず、妊娠転帰に影響を及ぼさないこと

が示唆された。 

 

 


